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第四次美浜町総合振興計画の将来像

｢自然かがやき 人いきいき まちがにぎわう 美
う ま

し美浜｣
の実現に向かって

｢健康づくりと生涯学習を拡充し

次の施策を重点的に推進する。

 みんなで築こう 活気と元気あふれる 美
うま

し美浜｣

～ 山口町長の政策 ～

　任期満了による美浜町長選挙が2月22日に行われ、即日開票の結果、

山口治太郎氏が、5度目の当選を果しました。

　今月号では、5期目の町政にあたる山口町長のまちづくりの方針につ

いてお聞きしました。

山口町政 
5期目スタート

投票所 有権者数(人) 投票者数(人) 投票率(％)

1 みずうみ保育園 1,945 1,360 69.92

2 美浜北小学校 976 612 62.70

3 美浜中学校 2,703 1,679 62.12

4 新庄高齢者
福祉センター 465 311 66.88

5 美浜東小学校 1,633 1,118 68.46

6 菅浜海の暮らし館 365 315 86.30

7 はまかぜ保育園 384 249 64.84

町全体 8,471 5,644 66.63

山口 治太郎

松坂 たかし

3,566 票

2,026 票

美浜町長選挙結果

※有効投票数 5,592 票
　無効投票数 52 票

Interview with 
our mayor

美浜町長
山口治太郎氏
が語る
｢ 美浜の
  まちづくり ｣

を基本理念として

1.｢美浜創生｣の実現と｢人口減少対策｣の充実

2.健やかでこころ豊かな人がおりなす活気あふれる町

3.美しい自然と教育･文化･スポーツの薫り高い町

4.みんなの想いがまちづくりに繋がる協働の町

(1)｢ げんげん運動 ｣ を柱とした健康増進対策と高齢者や障害者福祉の充実

(2) 環境が整った保育園で子育て世代にやさしい保育サービス

(3)｢ 新住宅団地 ｣ 等、若者が住みやすい生活環境の整備と子ども ･ 子育て支援の充実

(4) 美浜の風土に合った農業 ･ 農村の振興

(5) 企業と連携した水産物の販売強化による漁業 ･ 漁村の振興

(6)｢ ほんもの体験観光 ｣ と ｢ 美浜の自然 ( 五湖 ･ 里山 ･ 半島 )｣ を柱とした観光振興

(7)｢ 山上産業団地 ｣ を核とした企業誘致の推進と雇用の拡大

(8) 地域住民や官民協働で取り組む自然災害対策

(9) 世界一安全な原子力発電の推進と共生

(1) 風光明媚な海 ･ 湖 ･ 里地里山等、豊かな自然環境の保全と活用

(2) 将来を担う ｢ 美浜っ子 ｣ たちの学校教育や社会教育の充実

(3)｢ なびあす ｣ を拠点とした文化活動の充実と町民の文化意識の向上と醸成

(4)｢ 国吉城址 ｣ や ｢ 興道寺廃寺 ｣ 等、歴史的文化遺産の調査研究と保全活用

(5) 町民協働による ｢ 福井しあわせ元気国体 ｣ の成功と生涯スポーツの振興

(1) ハートフル対話の充実強化と出前講座の推進

(2) 町民と行政が知恵を出し合う協働施策の充実

美浜町のまちづくりについて語る山口町長
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町
民
の
安
全
と
健
康
を
守
る
こ
と
が
行

政
の
１
番
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

文
化
に
触
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
更

に
町
の
文
化
水
準
を
高
め
て
い
く
た
め
、

こ
れ
ま
で｢
な
び
あ
す｣

の
運
営
に
力
を
い

れ
て
き
ま
し
た
。

　

な
び
あ
す
の
ピ
ア
ノ(
フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ
社

製
F
３
０
８)

は
、
予
想
以
上
に
早
く
知
名

度
が
上
が
っ
て
お
り
、
中
国
の
音
楽
専
門

学
校
か
ら
多
く
の
生
徒
に
訪
れ
て
い
た
だ

い
た
ほ
か
、｢

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
国
際

　

町
政
を
発
展
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強

い
信
念
を
持
ち
、
昨
年
の
9
月
議
会
で
出

馬
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
町
政
の
大
き
な

柱
は
、
引
き
続
き
美
浜
町
に
と
っ
て
必
要

な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
選
挙
で
は
、

健
康
づ
く
り
と
生
涯
学
習
の
拡
充
、
協
働

と
い
う
大
き
な
目
標
の
実
現
に
向
け
て
各

種
施
策
を
掲
げ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
支
持

を
い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　初
め
に
、
当
選
さ
れ
た
現
在
の
心
境

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

5
期
目
の
政
策
は
、｢

健
康
づ
く
り｣

と｢

生
涯
学
習｣

の
拡
充
を
基
本
理
念
に
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
一
つ
目
の｢

健
康
づ
く
り

の
拡
充｣

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
ガ
ラ･

コ
ン
サ
ー
ト｣

で
は
、東
京
や
名
古
屋
等
の
大
都
市
と
同
様

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
の
活
用
は
、
今
後
、
町

発
展
の
起
爆
剤
と
な
る
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
落
と
す
こ
と
な

く
、
な
び
あ
す
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
に
は
、
芸
術
や
音
楽
だ
け

で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
、
健
康
づ
く
り
に
も
影
響
す
る
た

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

美
浜
町
は
、
昭
和
43
年
の
福
井
国
体
開

催
を
契
機
に
ボ
ー
ト
競
技
が
発
展
し
、
中

学
校
や
高
校
に
も
浸
透
し
ま
し
た
。
更
に

は
、
町
民
レ
ガ
ッ
タ
や
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
、
は
あ
と
ふ
る
体
験
等
、
地
域

づ
く
り
に
も
活
か
せ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
平
成
30
年
開
催
の｢

福
井
し
あ
わ
せ

元
気
国
体｣

に
向
け
て
、
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

　
　

｢

生
涯
学
習｣

に
つ
い
て
は
、
い
か
が

で
す
か
。

今
後
も
、
し
っ
か
り
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
に

耳
を
傾
け
て
い
き
ま
す
。

協
働
で
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。山口  治太郎 (やまぐち  じたろう)

　昭和18年4月2日生まれ(71歳)。気山在住。福井県立若狭農林高等学校を
卒業後、建設省敦賀国道工事事務所に勤務。大阪国道工事事務所工務係長、
福井工事事務所建設監督官等を経て、昭和63年7月に美浜町収入役に就任。
平成9年4月に美浜町助役に就任後、平成11年3月、美浜町長に初当選し、平成
27年3月から5期目を務める。

　
　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

今
後
の
観
光
振
興
や
原
子
力
行
政
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　ハ
ー
ト
フ
ル
対
話
の
充
実
強
化
と
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美
浜
町
に
適
し
た
農
業
政
策
や
水
産
物

の
販
路
拡
大
等
、
一
次
産
業
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
二
次
産
業
の
企
業
誘
致
、

三
次
産
業
で
あ
る
観
光
振
興
等
を
あ
わ
せ

て
、
美
浜
の
創
生
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
宅
団

地
の
整
備
や
空
き
家
対
策
等
に
よ
り
、
若

者
定
住
を
進
め
る
と
と
も
に
、
山
上
地
係

に
整
備
す
る
若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
誘
致
に
力
を
入

れ
て
定
住
人
口
拡
大
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
更
に
、
は
あ
と
ふ
る
体
験
を
は
じ

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
施
設
や

な
び
あ
す
の
活
用
、
体
育
施
設
を
活
用
し

た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
に
よ
り
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
施
設
を
造
る
の
で
は
な
く
、

今
後
は
、
町
の
自
然
や
既
存
の
施
設
等

を
活
か
し
た
観
光
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
策
定
し
た
観
光
振
興
計
画
で

は
、
三
方
五
湖
ゾ
ー
ン
、
新
庄
山
里
ゾ
ー

ン
、
敦
賀
半
島
西
海
岸
ゾ
ー
ン
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
活
か
し
た
観
光
振
興
の
方
向
性

を
定
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
元
の
皆
さ

　
　重
点
施
策
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る｢

美
浜

創
生
の
実
現｣

と｢

人
口
減
少
対
策
の
充
実｣

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
資
源
が
乏
し
い

我
が
国
に
お
い
て
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
か
ら
安
全
確
保
を
第
一
に

地
域
振
興
を
図
り
な
が
ら
共
生
し
て
き
ま

し
た
。

　

昨
年
4
月
に
策
定
さ
れ
た｢

エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画｣

で
示
さ
れ
な
か
っ
た
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス(

各
種
の
電
源
構
成
比
率)

は
、
国
が
今
夏
ま
で
に
決
め
る
必
要
が

　

4
期
目
ま
で
の
16
年
間
は
、
集
落
等
に

出
向
い
て
町
の
施
策
を
説
明
し
、
意
見
を

聞
く
こ
と
を
ハ
ー
ト
フ
ル
対
話
の
柱
と
し

て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
実
施
形
態
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
後

は
、
各
種
団
体
や
若
い
方
の
意
見
等
も
聞

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
は
、
小
学
校
を
再
編

し
、
地
区
公
民
館
活
動
が
さ
ら
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
へ
の
女
性
の
参
画
や
、
な
び
あ
す
の
ピ

ア
ノ
の
活
用
方
法
等
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
、
各
種
施
策
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
で
は
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て

お
り
、
町
に
お
い
て
も
積
極
的
な
行
動
が

よ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
町
で
は
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
考
え
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
が
、

町
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
今
後
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
積
極
的
に
参
画
し

て
も
ら
い
、
意
見
や
行
動
を
共
に
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
で
知
恵
と
力
を
出
し
合

い
、
協
働
で
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
具
体
的
な

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

協
働
で
地
域
の
活
性
化
を

定
住
人
口
と

　
　交
流
人
口
の
拡
大
を

と
艇
庫
を
新
設
し
、
競
技
力
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ボ
ー
ト
競
技

を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、｢

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会

(

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会)｣

で
は
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
を
誘
致
し
、

福
祉
の
町
と
し
て
の
体
制
充
実
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と

　
　生
涯
学
習
の
拡
充
を

美浜町長 山口治太郎　が語る｢美浜のまちづくり｣氏

あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
と
し

て
は
、
原
子
力
発
電
が
今
後
も
重
要
な

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
必
要
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
町

議
会
や
福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市

町
協
議
会
、
県
、
日
本
経
済
団
体
連
合

会
等
と
協
力
し
な
が
ら
国
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
の
健
康

診
断
の
受
診
率
を
上
げ
、
肥
満
や
糖
尿

病
、
高
血
圧
等
の
生
活
習
慣
病
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
早
期
に
確
認
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
更
に
、
生
活
習
慣
病
を
予

防･

改
善
す
る
対
策
と
し
て
、
適
正
な
塩

分
摂
取(

減
塩)

と
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂

取(

減
量)

を
2
本
柱
と
す
る｢

げ
ん
げ

ん
運
動｣

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
考
え

て
い
ま
す
か
。
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1000
●
集
団
活
動
の
中
で
、
認
め
合
い
、
協
力

　

し
合
い
、切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　

社
会
性
や
協
調
性
等
を
育
む
こ
と
が
可

　

能
と
な
り
ま
す
。

●
多
種
多
様
な
興
味
や
関
心
に
応
え
る
こ

　

と
が
で
き
、
個
性
の
伸
張
を
図
る
こ
と

　

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
体
育
や
学
校
行
事
、
音
楽
活
動
等
の
集

　

団
活
動
や
団
体
競
技
が
可
能
で
す
。

●
児
童
に
学
習
上
の
負
担
が
か
か
る
複
式

　

学
級
編
制
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

●
学
校
施
設
の
減
少
に
よ
り
、
限
ら
れ
た

　

予
算
の
中
で
施
設
整
備
等
に
集
中
的
な

　

投
資
が
可
能
と
な
り
、
教
育
環
境
の
充

　

実
が
図
れ
ま
す
。

　
　
　

浜
町
の
小
学
校
で
は
、
少
子
化
の

　
　
　

進
行
に
よ
っ
て
学
校
規
模
が
急
速

に
縮
小
し
て
お
り
、
平
成
6
年
に
９
２
３

人
い
た
児
童
数
は
、
平
成
26
年
に
は
半
数

以
下
の
４
２
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。(

図

1
参
照)

　

現
在
は
、
町
内
７
小
学
校
の
う
ち
新
庄

小
学
校
、
菅
浜
小
学
校
、
丹
生
小
学
校
、

美
浜
北
小
学
校
の
４
校
が
、
複
式
学
級
を

有
す
る
少
人
数

校
と
な
っ
て
い

ま
す
。

[ 図 1] 町内小学校児童数の推移 (7 小学校合計 )

美
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532

482 463
422

1,000
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600
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200

( 人 )

一
．
朝
日
を
あ
び
た　

七
色
の

　
　

虹
が
か
が
や
く　

若
狭
湾

　
　

空
に
向
か
っ
て　

胸
広
げ

　
　

体
を
き
た
え　

知
恵
み
が
く

　
　

あ
す
を
信
じ
て　

高
め
あ
う

　
　

進
ん
で
学
ぶ
子　

元
気
な
子

　
　

美
浜
東
小
学
校

二
、
ゆ
か
し
い
歴
史　

ふ
る
さ
と
の

　
　

白
い
砂
浜　

青
い
松

　
　

風
も
さ
や
か
に　

吹
き
わ
た
る

　
　

希
望
の
丘
に　

夢
ひ
ら
く

　
　

こ
こ
ろ
豊
か
に　

支
え
あ
う

　
　

仲
間
を
思
う
子　

や
さ
し
い
子

　
　

美
浜
東
小
学
校

一
．
朝
日
み
な
ぎ
る　

こ
の
窓
に

　
　

笑
顔
で
集
う　

な
か
ま
た
ち

　
　

は
る
か
に
望
む　

御
嶽
山

　
　

芽
吹
く
青
葉
の　

た
く
ま
し
さ

　
　

夢
を
こ
こ
ろ
に　

理
想
を
胸
に

　
　

進
む
希
望
の　

学
び
舎
は

　
　

美
浜　

美
浜　

中
央
小
学
校

二
、
風
が
そ
よ
吹
く　

こ
の
庭
で

　
　

元
気
に
学
ぶ　

な
か
ま
た
ち

　
　

清
ら
な
流
れ　

耳
川
の

　
　

つ
き
ぬ
瀬
音
の　

う
つ
く
し
さ

　
　

過
去
を
た
ず
ね
て　

英
知
を
現い

在ま

に

　
　

つ
な
ぐ
み
ん
な
の　

学
び
舎
は

      

美
浜　

美
浜　

中
央
小
学
校 ↑美浜町の M の文字を基調に、

　未来へ輝き伸びる美浜中央小
　学校を象徴的に表現しました。

↑校舎は弥美小学校を使用

↑校舎は美浜東小学校を使用

一
．
渚
を
洗
う　

さ
ざ
波
の

　
　

明
る
い
調
べ　

は
ず
む
声

　
　

き
ら
め
く
海
と　

湖
に

　
　

抱
か
れ
て
育
つ　

元
気
な
子

　
　

希
望
に
胸
を　

ふ
く
ら
ま
せ

　
　

伸
び
行
く　

美
浜
西
小
学
校

二
．
大
空　

指
し
て　

飛
ぶ
鳥
の

　
　

気
高
い
姿　

白
い
雲

　
　

矢
筈
の
山
に　

吹
く
風
は

　
　

あ
し
た
に
向
か
う　

道
し
る
べ

　
　

勇
気
と
夢
を　

友
と
し
て

　
　

は
ば
た
け　

美
浜
西
小
学
校

↑町の花 ｢ ツツジ ｣ をモチーフに、
　ツツジの葉と合わせて子どもた
　ちの明るく元気な姿をシンボル
　としました。

↑校舎は美浜南小学校を使用

美
浜
北
小
学
校

　
　
　

(

25
人)

美
浜
南
小
学
校

　

(

１
０
９
人)

新
庄
小
学
校

　
　

(

11
人)

弥
美
小
学
校

(

１
３
５
人)

美
浜
東
小
学
校

　

(

１
０
５
人)

丹
生
小
学
校

　
　

(

10
人)
菅
浜
小
学
校

　
　

(

20
人)

↑集いあう M の文字を花弁に
　見立て、未来に花咲く美浜
　東小学校を象徴的に表現し
　ました。

　

町
で
は
、こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

今
後
の
教
育
環
境
の
あ
り
方
を
調
査
す
る

た
め
、
平
成
23
年
6
月
に｢

美
浜
町
学
校

教
育
環
境
調
査
委
員
会｣

を
設
置
し
ま
し

た
。
同
委
員
会
で
は
、
少
人
数
校
の
保
護

者
や
地
域
住
民
を
対
象
に
、
少
人
数
校
の

利
点
や
課
題
、
学
校
再
編
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
、
約
65
％
が
学
校
再
編
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

(

広
報
み
は
ま
平
成
24
年
7
月
号
参
照)

　

更
に
、
本
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
再
編

計
画
を
よ
り
具
体
的
に
進
め
る
た
め
、
校

区
ご
と
に｢

再
編
検
討
委
員
会｣

を
設
置

し
、
地
域
住
民
と
議
論
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
美
浜
南
小
学
校
、
弥
美
小
学
校
、

美
浜
東
小
学
校
の
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
約
69
％

　町では、近年の少子化による学校教育環境の変化に対応す

るため、4 月 1 日から、町内の小学校 7 校を ｢ 美浜西小学校 ｣、

｢ 美浜中央小学校 ｣、｢ 美浜東小学校 ｣ の 3 校に再編します。

　今月号では、学校再編の概要及び新小学校の校章 ･ 校歌等

についてお知らせします。

平成 27 年 4 月 1 日から

※日向区 ･ 笹田区 ･ 早瀬区はスクールバスで
　通学します。

※新庄区はスクールバスで通学します。

※白木区 ･ 丹生区 ･ 竹波区 ･ 菅浜区は
　スクールバスで通学します。

再
編
の
経
緯

再
編
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
効
果

※
旧
小
学
校
の
人
数
は
現
行
の
小
学
校
を
継
続
し
た
場
合
の
平
成
27
年
度
児
童
数
の
推
計

※
新
小
学
校
の
人
数
は
平
成
27
年
度
児
童
数
の
推
計

新
体
制
の
町
内
小
学
校

か
ら｢
学
校
再
編
を
進
め
る
べ
き｣

と
い

う
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
検

討
を
重
ね
、
平
成
25
年
7
月
に｢

美
浜
町

小
学
校
再
編
基
本
計
画｣

を
ま
と
め
、
平

成
27
年
4
月
1
日
か
ら
小
学
校
を
3
校
に

再
編
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、今
回
の
小
学
校
再
編
に
よ
り
、

勉
強
面
や
ス
ポ
ー
ツ
面
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
よ

り
成
長
で
き
る
学
習
環
境
を
目
指
し
、
各

小
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
よ
り
良
い
学
校

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町内小学校を
7 校から 3 校に
再編します

美
浜
西
小
学
校

(

児
童
数　

１
３
４
人)

美
浜
中
央
小
学
校

美
浜
東
小
学
校

(

児
童
数　

１
４
６
人)

(

児
童
数　

１
３
５
人)

校歌 校章 校舎 校名

→
2
学
年
が
同
じ

　教
室
で
授
業
を

　受
け
る
複
式
学
級

※工藤和久さん ( 青森県 ) 作

※工藤和久さん ( 青森県 ) 作

※湯原明紀さん ( 新潟県 ) 作※原作 : 石井昭吉さん ( 愛知県 )、補作 : 槙映二さん

※原作 : 井上久雄さん ( 滋賀県 )、補作 : 槙映二さん

※原作 : 駒井瞭さん ( 大阪府 )、補作 : 槙映二さん
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月
5
日
に
、
町
教
育
委

　
　
　

員
会
か
ら
山
口
町
長
に

地
区
公
民
館
再
生
の
方
針
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
公
民
館
は
、
こ
れ
ま
で
小

学
校
に
併
設
し
、
各
種
公
民
館
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
館

長
及
び
主
事
を
兼
任
す
る
校
長･

教

頭
の
負
担
や
、
児
童
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
玄
関
施
錠
に
よ
る

学
校
へ
の
立
ち
入
り
制
限
が
強
化

さ
れ
る
等
、
近
年
、
小
学
校
に
併

設
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
方
針
は
、
町
教
育
委
員

会
が
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
の
小
学

校
再
編
を
契
機
に
、
地
区
公
民
館

3

の
設
置
及
び
運
営
方
法
を
見
直
す

た
め
、
昨
年
9
月
に
地
区
公
民
館

再
生
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

協
議
を
重
ね
、
今
後
の
方
向
性
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。　

　

具
体
的
な
方
針
や
公
民
館
の

利
用
方
法
等
の
詳
細
は
、
今
月

号
の
広
報
み
は
ま
に
折
り
込
み

し
た｢

地
区
公
民
館
が
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す｣

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の

全
館
再
生
運
営
に
向
け
、
4
月
1

日
か
ら
、
美
浜
北
小
学
校
を
モ
デ

ル
地
区
公
民
館
と
し
て
先
行
的
に

開
館
運
営
し
、
効
果
や
課
題
等
を

検
証
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
運
営

方
法
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地区公民館再生の方針が決定しました
地区公民館の設置及び運営方法をまとめた ■ お問い合わせ先

　町生涯学習課(担当･島田)
　☎32‐1212

　
　
　

月
4
日
に
、町
役
場
で
美
浜
町

       

防
災
会
議
を
開
催
し
、美
浜
町

地
域
防
災
計
画
を
改
定
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
は
、
災
害
時
の
住
民
の
生

命･

財
産
を
守
る
た
め
、
国
の
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
、
国･

県･

町
の

防
災
関
係
機
関
に
よ
る
町
防
災
会
議

が
作
成
す
る
も
の
で
、
今
回
の
主
な

改
定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

3

美浜町地域防災計画を改定しました
災害時の住民の生命 ･ 財産を守る ■ お問い合わせ先

　町総務課 防災安全室(担当･川尻)　☎32‐6700
　町企画政策課 原子力対策室(担当･武田)☎32‐6701

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

▼｢

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正｣

に

　伴
う
改
定

▼｢

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
関

　係
政
省
令
及
び
原
子
力
災
害
対
策
指

　針
の
改
正｣

に
伴
う
改
定

▼｢

防
災
基
本
計
画
及
び
福
井
県
地

　域
防
災
計
画
の
改
定｣

に
伴
う
改
定

▼｢

美
浜
町
広
域
避
難
計
画
要
綱
の

　策
定｣

に
伴
う
改
定

▼｢

避
難
勧
告
等
の
判
断･

伝
達
マ

　ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

(

案)

の
修
正｣

に
伴
う
改
定

・｢

災
害
時
要
援
護
者｣

を｢

要
配
慮

　

者｣

に
修
正

・
原
子
力
発
電
所
の
緊
急
事
態
の
区

　

分
を
判
断
す
る
基
準｢

緊
急
時
活

　

動
レ
ベ
ル(

E

 

A

 

L)｣

を
炉
型(

加

　

圧
水
型
軽
水
炉･

沸
騰
水
型
軽
水

　

炉
等)
ご
と
に
設
定

・｢

災
害
時
要
援
護
者｣

を｢

要
配
慮

　

者｣

に
修
正

・
施
設
敷
地
緊
急
事
態(

※)

に
避
難

　

と
な
る｢

要
配
慮
者｣

を｢

施
設
敷

　

地
緊
急
事
態
要
避
難
者｣

に
修
正

・
町
職
員
動
員
配
備
基
準
に｢

情
報

　

収
集
事
態｣

及
び｢

高
浜
発
電
所
事

　

故
時
の
受
入
体
制｣

を
追
加

・
広
域
避
難
先(

お
お
い
町･

大
野

　

市)

へ
避
難
す
る
場
合
の
避
難
先

　

や
一
時
集
合
施
設
等
を
示
し
た

　

｢

美
浜
町
広
域
避
難
計
画
要
綱｣

の

　

策
定
に
伴
い
、
同
要
綱
で
運
用
す

　

る
旨
改
正

・
避
難
行
動
要
支
援
者(

自
力
で
行

　

動
で
き
な
い
方)

の
名
簿
の
作
成

　

や
支
援
等
を
追
加

・
土
砂
災
害
に
伴
う
避
難
準
備
情

　

報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の
判

　

断
基
準
を
修
正

↑ ｢ 地区公民館が生まれ変わります ｣ チラシ
　( 広報みはま最終頁 ｢ なびあす通信 ｣ 内に折り込み )

▼｢

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正｣

に

　伴
う
改
定

▼｢

原
子
力
災
害
対
策
指
針
の
改
正｣

　に
伴
う
改
定

※
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏(

発
電
所
か
ら
半
径
概
ね
5

㎞
圏
内)

の
要
配
慮
者
が
避
難
、
一
般

住
民
が
避
難
準
備
の
段
階

　

町
で
は
、
今
回
改
定
し
た
原
子
力

災
害
対
策
計
画
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
広
域
避
難
先
ま
で
の
避
難
方
法

等
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た

｢

原
子
力
防
災
の
し
お
り(

保
存
版)｣

を

作
成
し
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
り
次

第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
災
害
対
策
計
画
及
び

　
　
　
　
　
　

震
災
対
策
計
画

原
子
力
災
害
対
策
計
画

美浜発電所の状況 　今回の報告では、2月18日から3月17日までの美浜発電所の状況等についてお知らせします。

美浜１･２号機の運転方針を表明
関西電力㈱が

■ お問い合わせ先
　町企画政策課 原子力対策室
　(担当･武田)☎32‐6701

↑山口町長に美浜 1･2 号機の運転方針等を説明
　する豊松原子力事業本部長 ( 写真左 )

3　　　月 17 日に、関西電力㈱の豊松秀己原子力事業
　　　本部長が ｢ 美浜 1･2 号機の運転方針 ｣ 及び
｢ 美浜 3 号機の原子炉設置変更許可申請 ( 新規制基
準適合申請 ) の提出 ｣ を山口町長に説明するため、

○これまで新規制基準への適合に必要な安全対策等について検討してきた 
　が、供給力の確保や運転可能期間、工事費等を総合的に勘案した結果、廃
　炉とすることを決定し、電気事業法の届出を行うこととした。美浜町にお
　かれては、昭和 45 年の運転開始以来、格別のご理解とご支援をいただい
　てきたことにお礼と感謝を申し上げる。

○廃止措置を進めるにあたっては、今後具体的な計画を定め、国の認可を得た
　上で安全を最優先に早期に実施していく。また、廃炉工事は積極的に地元
　企業を活用し、これまでと同等以上に地元発注 ･ 地元雇用の確保に努める。

○加圧水型原子炉の廃止措置研究のパイオニアとして、地元企業や大学等
　とも連携を図りながら廃炉研究を進めていく。

○美浜町の真の発展に繋がる施策に最大限協力 ･ 支援していく。

○使用済燃料は、国の政策に則り日本原燃㈱六ヶ所再処理工場等へ搬出し再
　処理していく。喫緊の課題である中間貯蔵施設については、県外への搬出に
　向けた具体的な目標時期を早期にお示しできるよう最大限努力していく。

○放射性廃棄物の処分は、廃棄物処理施設の設置並びに処分場の確保が不
　可欠なため、引き続き国の関与 ･ 支援を要請していく。

■町の要請事項 ■町の要請事項に対する関西電力㈱の回答

①安全対策について
○使用済燃料及び廃止措置に伴う放射性廃棄物の適正
　な管理及び処理を行うこと。
○住民が安心できるように廃止措置について十分な説
　明を行うこと。

②地域経済対策について
○現在まで協力してきた地元企業が活性化できる経済
　対策を行うこと。
○継続的な雇用の確保を図ること。

③地域共生について
○本町が取り組む持続的なまちづくりへの支援を強化
　すること。( 企業誘致を含めた地域振興策への支援
　と協力、エネルギー環境教育体験施設運営への支援、
　人口減少・定住化対策への協力、交流人口拡大への
　協力、元気で活気あるまちづくりへの協力 )

④リプレースについて
○町内の各種団体から要望のある後継機設置につい
　て、自主調査を早期に再開し具体的な構想を示すこと。

⑤美浜3号機の原子炉設置変更許可申請について
○本日、国に提出する美浜 3 号機の申請は、事業者
　として万全の体制で早期に国の審査に臨むこと。
○安全文化発祥の地として｢世界一安全な原子力発電所 ｣　   
　を目指すこと。

①廃止措置は、安全を最優先に進め、新たに美浜町に
　｢廃止措置技術センター｣を設立し県内の他事業者と
　の連携を強化していく。また、廃止措置状況を地元
　の皆様に丁寧に説明していく。
②地域経済については、地元企業の活用を最優先に協
　力体制を構築し、地元重視の運営に努めていく。

③地域共生は極めて重要だと考えている。将来に至る
　まで、原子力発電を通じ美浜町の皆様方と共存共栄
　を図り、原子力発電と共生するまちづくりに主体的
　かつ積極的に協力して地域の発展に貢献していきた
　い。企業誘致は関連企業等を通じて協力させていた
　だく。エネルギー環境教育体験施設は、子どもの教
　育に繋がる重要な施設であることから、積極的に連
　携し、推進していきたい。人口減少・定住化対策や
　交流人口の拡大、更に、元気で活気あるまちづくり
　については、町の施策に対し一丸となって取り組ん
　でいきたい。
④エネルギー基本計画で｢原子力は重要なベースロード
　電源｣とされており、それを維持するにはリプレー
　スは必要だと強く思っている。平成23年3月12日に
　自主調査を中断しているが、今後、国の方針が示さ
　れれば、後継機に向けた自主調査を再開したい。
⑤美浜3号機について、美浜発電所が安全文化発祥の地
　として｢世界一安全な原子力発電所｣となるように頑
　張っていきたい。

美浜1･2号機の運転方針(要旨)

美浜3号機の原子炉設置変更許可申請を提出

町役場に来庁されました。
　山口町長は、関西電力㈱の判断を尊重するとした上
で、町から 5 つの要請事項を伝え、豊松原子力事業
本部長が答えました。

○本日、美浜 3 号機の新規制基準に基づく原子炉設置変更許可申請を原
　子力規制委員会に提出する。

美浜3号機の原子炉設置変更許可申請
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一
般
会
計
は
前
年
度
比
9･

3
％
増

会　計　区　分 予算額　

特別会計

診療所事業 　　1億7,067万円(-1.9％)

国民健康保険事業 　13億5,333万円(+2.0％)

後期高齢者医療事業  　1億1,334万円(+2.1％)

介護保険事業 11億3,874万円(-6.1％)

簡易水道事業 7,962万円(-79.4％)

集落排水処理事業 1億6,428万円(+2.7％)

公共下水道事業 5億173万円(+1.6％)

産業団地事業 7億4,813万円(   －   )

住宅団地事業 2億6,970万円(   －   )

道路用地取得事業 3億7,417万円(   －   )

小　　計 49億1,371万円(+27.2％)

企業会計 上水道事業 3億414万円  (-2.4％)

①町税
24 億
2,976 万円

⑦地方譲与税 5,300 万円

⑧税交付金 1 億 4,480 万円

⑨その他交付金
320 万円

⑩地方交付税
9 億 1,000 万円

③使用料及び
　手数料
　8,506 万円⑪国庫支出金

13 億
9,515 万円

⑫県支出金
6 億 7,044 万円

⑤繰入金 4 億 3 万円

⑥諸収入 1 億 7,478 万円

⑬町債 4 億 3,840 万円

④その他
5,134 万円

(+5.6％ )
(+2.7％ )

(-3.5％ )

(+65.7％ )

(-15.5％ )

(-1.9％ )

(+1.7％ )
(-13.5％ )

(-5.2％ )

(+26.4％ )

(+12.0％ )

(+4.4％ )

歳入
68億
5,751万円
(+9.3％ )

①議会費 1 億 881 万円
(+4.4％ )

②総務費
9 億 46 万円

(-1.2％ )

③民生費
14 億
4,706 万円

(-13.5％ )

④衛生費
13 億 283 万円

(+4.5％ )

⑤労働費 3,778 万円(+0.5％ )

⑥農林水産業費 2 億 9,234 万円 (+7.3％ )

⑧土木費
2 億 9,627 万円

(+72.8％ )

⑨消防費
3 億 729 万円

(-0.7％ )

⑩教育費
16 億
3,642 万円

(+67.7％ )

⑪公債費
　3 億 5,229 万円(-6.3％ )

⑫予備費 2,000 万円 ( ± 0％ )

歳出
68億
5,751万円

⑦商工費
1 億 5,596 万円

(-10.8％ )

(+9.3％ )

※ (　) は対前年度比

①町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑦地方譲与税･･･自動車重量譲与税、地方揮発油
譲与税

⑧税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、株式
等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取
得税交付金

⑨その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑩地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の業務が
できるよう財政状況に応じて国から交付されるお金

②分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部また
は一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料等
手数料･･･税の証明や住民票等の交付に対する手数料等

⑪国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑫県支出金･･･事業など特定の目的の財源として県
から交付されるお金

⑤繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑥諸収入･･･他の収入科目に含まれない収入をまと
めた科目。延滞金や預金利子、雑入等

⑬町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

④その他･･･財産収入、繰越金、寄附金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

②総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③民生費･･･児童福祉・障がい者への福祉サービス
や老人福祉の増進、保育園や保健福祉センターの管
理･運営にかかる経費

④衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営に係る経費

⑦商工費･･･中小企業の振興育成・雇用促進、観光
振興にかかる経費

⑧土木費･･･道路・橋・河川・町営住宅の管理や都
市計画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩教育費･･･小中学校の管理･運営や総合体育館等の
管理･運営、社会教育、学校給食にかかる経費

⑪公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費

歳 入

⑫予備費･･･予算編成で予期しなかった支出に対応
するための経費

歳 出

※自主財源･･･町が自らの権限で収入できるお金

※依存財源･･･国や県等から交付されるお金

用 明説語

一

万円

■ 一般会計歳入

■ 特別会計 ･ 企業会計

■ 一般会計歳出

予算総額

一般会計　68 億 5,751 万円

特別会計　49 億 1,371 万円

企業会計　  3 億 414 万円

※実際の予算額は千円単位ですが、分りやすくするため
　万円単位で表示しています。

120億7,536
　町には、お金を出し入
れするために3つの財布

を用意しています。

　1つ目は「一般会計」と

いう財布。これは、町の

基本的な行政サービスを

行うために必要なお金を

出し入れする財布で、通

常はこの財布にお金を入

れたり、そこから払った

りしています。

　2つ目は、「特別会計」

という財布。この財布の

中は、10個に仕切られて

おり、「診療所事業」や

「国民健康保険事業」等

があります。

　3つ目は、一般の会社

と同じ会計方式をとる「企

業会計」という財布。

　現在、町には1つだけ

「上水道事業会計」という

会計があります。

美浜町の 3 つの財布

万円

　
　
　

別
会
計
の
予
算
規
模
は
、
49
億
１
， 

　
　
　

３
７
１
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

27
．２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
山
上
地
係
の
産
業
団
地
及
び
住
宅

特
特
別
会
計
は
前
年
度
比
27･

2
％
増

予 
算

平
成
27
年
度

②分担金及び負担金
1 億 155 万円

(-1.6％ )

自主財源 (47.3％ )

依存財源 (52.7％ )

※ (　) は対前年度比

※ (　) は対前年度比

　
　
　

般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
68
億
５
，

　
　
　

７
５
１
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

9･

3
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
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歳
入
で
は
、
町
税
が
大
規
模
償
却
資
産
税
等

の
増
収
に
よ
り
、
前
年
度
比
で
5･

6
％
増
の

24
億
２
，９
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
繰
入
金
の
前
年
度
比
65･

7
％
増
や

国
庫
支
出
金
の
前
年
比
26･

4
％
増
は
、
旧
せ

せ
ら
ぎ
保
育
園
舎(

河
原
市)

を
活
用
す
る
歴

史
文
化
館
改
修
工
事
や
松
原
地
係
に
整
備
す
る

多
目
的
屋
内
運
動
場
建
設
工
事
に
充
て
る
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
5
億
４
，６
６
０
万

円
や
同
整
備
基
金
の
取
り
崩
し
1
億
６
，

９
９
２
万
円
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
が
山
上
地
係
の
住
宅
団

地
整
備
事
業
へ
の
繰
出
金
増
加
等
に
よ
り
、
前

年
度
比
72･

8
％
増
の
2
億
９
，６
２
７
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小･

中
学
校
体
育
館
の
吊
天
井
対
策

等
耐
震
化
工
事
や
歴
史
文
化
館
設
置
事
業
、
多

目
的
屋
内
運
動
場
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
教

育
費
が
前
年
度
比
67･

7
％
増
の
16
億
３
，

６
４
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

一
方
、
民
生
費
は
、
福
祉
拠
点
化
施
設
の
建

設
費
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
比
13･

5
％
減
の

14
億
４
，７
０
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団
地
の
整
備
、
国
道
27
号(

河
原
市
～
郷
市)

の
渋
滞
解
消･

歩
道
設
置
等
に
か
か
る
道
路
用

地
取
得
等
の
費
用
を
特
別
会
計
と
し
て
計
上
し

た
た
め
で
す
。

　

1
月
28
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
1
回
町
議
会
臨
時
会
で
、

平
成
27
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
お
知
ら
せ
す
る
予
算
は
、
2
月
22
日
に
、

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

必
要
最
小
限
の
経
費
と
継
続
事
業
の
一
部
の
経
費
の
み
を

計
上
し
た
、
い
わ
ゆ
る｢

骨
格
予
算｣

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
政
策
的
経
費
は
、
今
後
の
補
正
予
算
で
計
上

す
る
予
定
で
す
。


